
1 「ルーズベルトニ与ウル書」「A Note to Roo-

sevelt」

ブログ「真実史観回帰捏造破壊真実を子孫へ！大和九九年戦争適者生存史」

の「硫黄島から大統領宛の手紙ルーズベルトに与うる書市丸利之助その二」

の記事から抜粋しました。

2 経緯

日本海軍市丸少将、書を「フランクリン　ルーズベ ルト」君に致す。我今

我が戦いを終るに当り、一言貴下に 告ぐる所あらんとす。 昭和２０年３月

２６日早朝、硫黄島での陸海軍残存兵力４百 は第２飛行場西にテントを張っ

ていたアメリカ軍後方部隊を奇 襲し、死傷者１３２名の損害を与えた。海兵

隊が応援に駆けつ け、戦闘が終わると、日本兵の死体１９６体が残されてい

た。その遺体の一つから、冒頭の文で始まる「ルーズベルトニ与ウル書」の

英文訳と日本文、両文が発見された。　従軍記者エメット・クロージャーは、

発見の経緯と手紙の本文を４月４日本国に向けて打電し、その内容は米国海

軍当局の 検閲後、「ニューヨーク・ヘラルド・トリビューン」以下、各 紙に掲

載された。その見出しは「死に臨んだ日本の一提督の米 国大統領宛の手紙」

であった。 　　この手紙は、戦後ベストセラーになったジョン・トーランド

の「昇る太陽－日本帝国滅亡史」に全文掲載され、いちやく有 名になった。

　

英文に翻訳したのは、ハワイ生まれの三上弘文兵曹。この「手紙」は、３

月１７日に海軍将兵への訓辞に際して読まれ、２６日村上治重大尉が、日文

英文各一通を腹に巻いて出撃した。市丸少将の手紙は、４月４日に米国に打

電されていたが、ルーズベルト大統領はそのわずか８日後に死去した。
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3 本文

日本海軍市丸海軍少将、書を「フランクリン　ルーズベルト」君に送る。

我今、我が戦ひを終るに当り、一言貴下に告げたい。

　日本が「ペルリー」提督の下田入港を機とし広く世界と国交を結ぶに至

りしより約百年、此の間、日本は国歩艱難（こくほかんなん・困難な国の歩み）

を極め自ら欲せざる（望まない）に拘（かか）わらず、日清、日露、第一次欧

州大戦、満州事変、支那事変を経て不幸にも貴国と干戈（かんか）を交ふる

（戦争）に至れり。之を以て日本を目するに（判断するに）、或は好戦国民を以

てし、或は黄禍「こうか（黄色人種が白色人種を凌駕すること。1 ）を以て讒誣

「さんぶ（事実を歪曲し悪く言いおとしめる）」し、或は以て軍閥の専断「せんだ

ん（独走）」となす。思はざるの（想像すら出来ない）甚「はなはだし（異常）」

きものと言はざるべからず（想像すら出来得ない異常なものと言はざるを得ない）

。

　貴下は真珠湾の不意打を以て、対日戦争唯一宣伝資料となすと雖（いえ

ど）も、日本をして其の自滅より免（まぬか）るるため、此の挙「きょ（行

動）」に出づる外なき窮境「きゅうきょう（苦しい立場）」に迄（まで）追ひ

詰めたる諸種「しょしゅ（いろいろ）」の情勢は、貴下の最もよく熟知しある

所と思考す。

　畏「かしこ（おそれ多くも）」くも日本天皇は、皇祖「こうそ（天皇の先祖）

」皇宗「こうそう（天皇の第二代以後の祖先）」建国の大詔「たいしょう（詔・

天皇の言葉）」に明「みん（明白）」なる如く、養正「ようせい（正義の心を養

い）」、重暉「ちょうき（正義を重ねて輝かせ）」、積慶「せきけい（慶事を積む）

」 を三綱（さんこう）とする、八紘一宇（はっこういちう2 ）の文字により

表現せらるる皇謨「こうぼ（天皇の国家統治の方針）」に基（もとづ）き、地

球上のあらゆる人類は其の分「ぶん（力量）」に従ひ、其の郷土に於（おい）

て、その生を享有「きょうゆう（生来持っているもの）」せしめ、以て恒久的

世界平和の確立を唯一念願とせらるるに外ならず、之、曾（これ、かっ）て

は「四方の海　皆はらからと思ふ世に　など波風の立ちさわぐらむ」なる明

治天皇の御製（日露戦争中御製）は、貴下の叔父「テオドル・ルーズベルト」

閣下の感嘆を惹「ひ（人の心をひきつける）」きたる所にして、貴下も亦（ま

た）熟知の事実なるべし。

　我等日本人は各階級あり。各種の職業に従事すと雖（いえど）も、畢竟

「ひっきょう（つまるところ）」其の職業を通じ、この皇謨「こうぼ（天皇の国家
1 黄禍論（こうかろん）　黄色人種が白色人種を凌駕するおそれがあるとする主張。アジア

に対する欧米諸国の侵略、黄色人種の圧迫を正当化するために用いられた。ドイツ皇帝ウィルヘ
ルム 2 世が日清戦争、義和団事件などに際して、日本の進出に対する反感からこの言葉を用い
た。Yellow Perilという英語となって、日露戦争以後広まり、中国系移民や、日系移民の排斥に
つながった。

2 八紘一宇:（はっこういちう） 大東亜共栄圏建設の理念として用いられた言葉。第 2 次近
衛文麿内閣（昭和 15年 7月に成立）が決定した基本国策要綱の中の八紘ヲ一宇トスル肇国ノ大
精神に由来。八紘は、八つの方角で全世界の意。宇は家のこと。全世界を一軒の家のように睦ま
じくすること。
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統治の方針）」、即（すなわ）ち天業「てんぎょう（天から授かった事業）」を翼

賛「よくさん（たすけること）」せんとするに外ならず。我等軍人亦（また）、

干戈「かんか（武器）」を以て天業「てんぎょう（国の事業）」恢弘「かいこう

（押し広める）」を奉承「ほうしょう（命を受け遂行する）」するに外ならず。

　我等今、物量を恃（たの）める貴下空軍の爆撃及艦砲射撃の下、外形的

には退嬰「たいえい（後退）」の已（や）むなきに至れるも、精神的には弥

（いよいよ）豊富にして、心地益（ますます）明朗を覚え、歓喜を禁ずる能は

ざるものあり。

　之天業翼賛の信念に燃ゆる日本臣民の共通の心理なるも、貴下及「チャー

チル」君等の理解に苦む所ならん。今茲（ここ）に卿等「けいら（卿は相手を

敬う呼称・等は複数・ルーズベルトとチャーチルの二人）」の精神的貧弱を憐み、

以下一言以て少く「すこしく（少し）」誨「おし（教え、さとす）」ゆる所あら

んとす。

　卿等（けいら）のなす所を以て見れば、白人殊（とく）に「アングロ・

サクソン」を以て世界の利益を壟断「ろうだん（独占）」せんとし、有色人種

を以て、其の野望の前に奴隷化せんとするに外ならず。之が為、奸策「かん

さく（悪巧み）」を以て有色人種を瞞着「まんちゃく（あざむき）」し、所謂

（いわゆる）悪意の善政を以て、彼等を衷心「そうしん（心を失う）」無力化

せしめんとす。近世に至り、日本が卿等（けいら）の野望に抗「こう（はむか

う）」し、有色人種、殊に東洋民族をして、卿等（けいら）の束縛より解放

せんと試みるや、卿等（けいら）は毫「ごうも（少しも）」も日本の真意を理

解せんと努むることなく、只管（ひたすら）卿等（けいら）の為の有害なる

存在となし、曾（かっ）ての友邦「ゆうほう（友好国）」を目「もく（判断）」

するに仇敵野蛮人を以てし、公々然として日本人種の絶滅を呼号するに至る。

之、豈「あに（どうして）」神意「しんい（神の心）」に叶（かな）ふものな

らんや。

　大東亜戦争に依（よ）り、所謂（いわゆる）大東亜共栄圏の成るや、所

在各民族は我が善政を謳歌「おうか（ほめたたえる）」し、卿等（けいら）が

今之（これ）を破壊することなくんば、全世界に亘（わた）る恒久的平和の

招来「しようらい（招きよせること）」、決して遠きにあらず。

　卿等（けいら）は既に充分なる繁栄にも満足することなく、数百年来の

卿等（けいら）の搾取より免（まぬか）れんとする是等（これら）憐（あわ

れ）むべき人類の希望の芽を何が故に嫩葉「どんよう（若葉）」に於「おい

（の時に）」て摘み取らんとするや。（大東亜戦争は）只東洋の物を東洋に帰す

に過ぎざるに非ずや。卿等（けいら）何すれど斯くの如き貪欲にして且つ狭

量「きょうりょう（心が狭い小人物）」なる。

　大東亜共栄圏の存在は、毫「ごう（少しも）」も卿等（けいら）の存在

を脅威せず、却「かえ（逆に）」って世界平和の一翼として、世界人類の安寧

「あんねい（平和）」幸福を保障するものにして、日本天皇の真意全く此の外
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に出づるなきを理解するの雅量「がりょう（広い度量）」あらんことを希望し

て止まざるものなり。

　翻（ひるがえ）って欧州の事情を観察するも、又相互無理解に基（もと

づ）く人類闘争の如何（いか）に悲惨なるかを痛嘆「つうたん（悲しみ嘆く）」

せざるを得ず。今「ヒットラー」総統の行動の是非を云為「うんい（言行をい

ちいち非難すること）」するを慎「つつし（ひかえる）」むも、彼の第二次欧州

大戦開戦の原因が第一次大戦集結に際し、その開戦の責任の一切を敗戦国独

逸（ドイツ）に帰し、その正当なる存在を極度に圧迫せんとしたる卿等（け

いら）先輩の処置に対する反発に他ならざりしを観過「かんか（見落とす）」

せざるを要す。

　卿等（けいら）の善戦により克（よ）く「ヒットラー」総統を仆（たお）

すを得るとするも如何（いか）にして「スターリン」を首領とする「ソビエッ

トロシア」と協調せんとするや。凡（およ）そ世界を以（もっ）て強者の独専

となさんとせば、永久に闘争を繰り返し遂に世界人類に安寧「あんねい（安

泰・平和）」幸福の日なからん。

　卿等（けいら）今、世界制覇の野望一応将（まさに）に成らんとす。卿

等（けいら）の得意思ふべし。然れども、君が先輩「ウィルソン」大統領は、

其の得意の絶頂に於て失脚せり。願わくば本職「ほんしょく（官職の自称・本

官）」言外の意を汲んで其の轍を踏む「てつをふむ（先例を繰り返す）」勿（な

か）れ。

　

海軍少将　市丸利之助
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